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ちのことの多くをイブ ムズニーに頼っていた。このような状況の中で、私とイブン・ムズニーは、気がつかないうちにアラブ遊牧民を従えることをめぐって張り合うようになっていた。そのためにイブン・ムズニーは心の内に怒りをかかえて、私に対して憶測や疑いをめぐらせてはそれを自分で正しいと信じ込み、私を中傷する者たちが耳に入れた噂や作り話を真に受けて、彼の胸は煮えたぎったのである。そこでイブン・ムズニーはこの件について、深くため息をつきながら スルタ の側近で助言者でもあるワナズマール・イブン・アリーフ
（
5）に手紙を書き送り、ワナズマールはその内容






































しかし、私も含めて多くの者が馬を奪われて徒となり、持ち物をすべて略奪された。私は身ぐるみはがされたまま日に曝されて二日間その砂漠をさまよったが、やっと人里にたどり着くことができ、ダブドゥー山にいた仲間たちと合流し その間には、形容しが く、感謝しきれない神 恩寵があった。　
その後私たちはフェズへむけて進んだ。この年（七七四年）のジュマー
ダー月／一三七二年一〇月―一二月にフェズに着くと 私はワズィ ル アブー・バクルとその父方の従兄弟のムハンマド・イブン・ウスマー ［・イブン・カース］
（
16）を訪れた。私とムハンマド・イブン・ウスマーンとの間に
は親しく友好的な古いつきあいがあったが、それはフェズ 王権を求めてアンダルスから海を渡りサフィーハ山に拠点を置いてい ［マリー 朝］ ルター ・ア ー サ リムのもとへ、ともに赴いたとき以来のことである。このことは、本書の別の場所で述べたとおりである
（
17）。アブー・バクルは、





















らはそこで船を降り、バットゥーヤ諸族と合流した。バットゥ ヤ諸族は彼らを保護し、アミール・アブドゥッラフマーンの支配に服すると宣言した。これを受けてイブ フマルは ンダルスの軍隊を率いてグラナダから出発し、ジブラルタル
（
23）を包囲する陣を敷いた。このことについての知らせ
が、マリーン朝の国事を取り仕切っていたワズ ル・アブー・バクルブン・ガーズィーのもとに届いた。ワズィールは、ジブラルタルに置いている守備兵の援助をするため 、ただちに父方の従兄弟のムハンマド・イブン・ウスマーン・イブ ・カースをセウタに派遣した。
//p.220// 同時に自分は
アミールのアブドゥッラフマーン 戦うため 軍隊を率いてバットゥーヤ諸族のところへと赴いた。 かしそこでワズィールはアブ ゥッラフマーンがすでにターザーを征服したの 知っ ので 彼 包囲 そこに滞陣した。　
かつてスルターン・アブドゥルアズィーズは、父を同じくする兄弟、すな













ズィールに任じられたことがあった。そこでムハンマドはただ にタンジールへと急ぎ、 ［アブー・アッバース・］アフ ド・イブン・スルターン・アビー・サーリムを幽閉先から解放し、彼に忠
バイア誠の誓いをして、彼を伴ってセ
ウタに向けて出発した。 ［セウタに着くと］ムハンマドはイブン・ ルに手紙を書き、アブ ・アッバース・アフマドの擁立を知らせるとともに、ジブラル ルを明け渡すことを条件に支援を要請し イブ アフマルは要望通りの資金と兵を ハンマド 提供し、
//p.221// 自らはジブラル
タルを占領して守備兵を置いた。 ［アブー・アッバース・ アフマド・イブン・スルターン・アビー・サーリムはかつて、ともに幽閉されていた父を同じくする兄弟たちとの間で、自分たちの中で王権を手にした者が残りの者をアンダルスへ渡らせることを互いに約束していた。そこで ブ ・アッバス・アフマドは忠
バイア誠の誓いを受けると、この約束を果たすことにして彼らを
みな［ ］渡らせた である。彼らがス ターン・イブン・アフマルのもとへ到着すると、イブ フマルは彼ら 歓待し、たくさんの俸給を与えた。　
このことすべての報告が、ターザーでアミール・アブドゥッラフマーンを
包囲していたワズィール・アブー・バクルのところ 届く 、彼 父方の従兄弟（ムハンマド・イブン・カース）の行動を聞い 激情 かられ ワズィールは王都（フェ ）にむけて戻ろうと、陣を引き払い 軍隊を郊外の花嫁の丘
（
25）に駐留させた。そして父方の従兄弟のムハンマド・イブン・ウ
スマーン［・イブン・カース］を叱責した。 ムハンマドはワズィールの指示に従ったまでだと言 訳をしたので、ワズィー は怒り、また叱責した。こうして両者の間の亀裂が深まっ そこで、ムハン ド・イブン・ウスマーン［・イブ ・カース］は、彼が擁立したスルターン（アブー・アッバース・アフマド）とアンダ スからの援軍とともに出発し、ついにメクネスをのぞむザル ーン山
（
26）に到着した。彼はそこに陣を張り、その地の







リーフとワズィール・アブー・バクルとの間の雲行きはすでに怪しくなっていた。ワナズマールは、タ ザーを包囲しているワズィールにアミール・アブドゥッラ マーンと和平を結ぶように要求したが、ワズィールはそれを拒否し、ワナズマールを捕える決心をした。彼はワナズマールがアミ ル・アブドゥッラフマーンに好意を抱き 意を通じていると疑ったからである。ワナズマールの目たち（密偵）の一人がこのワズィールの動きをひそかに彼に知らせた。そこで、ワナズマールはその夜のうち 馬 走らせ、 アキル族に属するアフラーフ諸族
（
27）に合流した。アフラーフ諸族は、アミール・ア
ブドゥッラフマーンに与していた。彼ら ころには ルタ ッジャン家有力者アリー・イブン・ウマル・ イアラ ニー
（
28）がいた。彼は以前ワ



























の地と、ス ターン・アブー・ハサンの兄弟でアミール・アブドゥッラフマーンの祖父であるスルターン・アブー・アリ のものであった土地はアミール・アブドゥッラフマーンに属すると うものであった。その後//p.224// まだ包囲が続いている間に、アミール・アブドゥッラフマーンはこ
の協定に関して考えを変え、さらにマラケシュとそ 周辺を 要求した。ルターン・アブー アッバース側の人々は勝利を確実に手 る め 彼の要求を大目に見て、こ こ 合意した。　
スルターン・アブー・アッバースとワズィール・アブー・バクルとの間で
和平が結ばれ、ワズィールは新フェズからスルターン ア ー アッバ スのところへ出て、彼が擁立した幼児 スルターンを廃した。ブー・アッバースは［七］七六年年初／一三七四年六月一二日に王都に入り、一方アミール・アブドゥッラフマ ンはマラケシュへむけて大急ぎで出発した。こ き、スルターン・アブー・アッバ スとそのワズィ ルのムハンマド・イブン・ウスマーンの二人は、アミ ル・アブドゥッラフ ーン［との協定］に関して考えを翻した。そこで、彼らは軍隊を送って彼のあとを追わせた。軍隊はバフト川
（
35）で彼に追いつき、日中のひととき彼と戦っ
たが、戦意を無く 、彼ら 軍旗を掲げつつ引き返した。アミール・アブドゥッラフマーンはそのままマラケシュへ向けて進んだ。彼のワズィールのマスウード・イブン・ ーサーイは暇を願い ア ダルスへの渡航許可を求め、アミ ル ア ドゥッラフマ ンから離れていった。そこで ール・アブドゥッラフマーンは彼を送り出すと、自らはマラケシュへ向かい、そこを支配した。
【マリーン朝の政変とイブン・ハルドゥーン】　
私はと言えば、前に述べたように［七］七四年／一三七二年にワズィール
のもとに到着して以来、王朝の保護と気づかいを受けてフェズに居住して、学問 研究と教授に従事していた。スルターン・アブー・アッバースとアミール・アブドゥッラフマーンが［フェズに］やってきて、花嫁の丘 軍隊を駐留させると、法学者や書記、軍人などの王朝の人々は彼らの方へと［町から］出た。人々はみな、二人のスルターンのも へ馳せ参じ も許されるような状況で、何 非難も受けることはなかった。そこで私もみなと一緒に馳せ参じたのである。私 ワズィール・ムハ マド・イブン・ウスマーン［・イブン・カース］との関係は前述した通りである。
//p.225// ワズィール
は、私に昔のよしみを大事にする いう姿勢を示 ま 多くの とを約束してくれていた。一方、ア は私に好意を持ち、自分のことについて相談しようと頻繁に私を召 出していた。こ ため、ワズィール・ムハンマド・イブン・ウスマーンは息が詰まる思いがしたので、自分のスルターン（アブー・アッバース）を焚き付けて私を捕えさせた。アミール・アブドゥッラフ ーンがこのことを聞きつ て、ほかでもない自分が原因で私に災難が降りかかっ ことを知った。そこで彼は自陣 引き払うと誓って ワズィ ルのマスウード・イブン・マーサーイをこのために派遣した。その結果、私は翌日には解放され　
その三日後、両者（スルターン・アブー・アッバースとアミール・アブ




ズィール・マスウード・イブン・マーサーイに好意を持っていた で、彼に同行できるのではないかとあてにしてい のである しかしマスウードがアンダルスに戻ったとき、私の方針 変わった。そこで私たち アンダルス渡ることについて、フェズ 支配者であるスルターン・アブー・ ッバ スへ取り次いでもらうために、ワナズマ イ ・アリーフとゲ スィーフ地方
（
37）にある彼の居所で会った。私たちはそこでスルターンの召し出し













戻った。そこでアブドゥルアズィーズと次いで擁立された息子のムハンマド・サイードへ仕えることで身を落ち着かせた。スルターン・アブー・アッバースが新フェズを占領したとき、弟はトレムセンへ赴く許可を求め、認められた。スルタ ン・アブー・ハンムーのところに到着するとスルターンは以前通り弟を枢密文書取扱役に戻してくれた。私に［ア ダルス渡航の］可が下りたのはそのあとである。私はア ダルスへ出発した。落ち着きと静けさを求めてのことであ が、やがて れから述べる が起こるのである。再びアンダルスに渡る。そ 後トレムセンへと向かい、アラブ諸族と合流して、アリーフ家のもとに逗留 たこと　
前述の通り、フェズの支配者であるスルターン・アブー・アッバースが私







ナダへの渡航を彼に委ねた。イブン・ザムラクがフェズに着き、王朝の人々に私の家族の渡航について話したところ、彼らは態度を冷たくした。というのも、私がアンダルスで落ち着いたために彼らは気分を悪くしていたのである。つまり彼らは、私がアミール・アブドゥッラフマーンと親交があると思っているので、彼の味方となるように、私がスルターン・イブン・アフマルにしむけていると疑ったのである。そこで、彼らは、私の家族に対して私に合流することを禁じ スルターン・イブン・アフマルには私を自分たちのところに送り返すよう要求する手紙を送った。しか は のことを拒否したので、人々は、私をトレムセンの岸に渡らせるように求めた。　
マスウード・イブン・マーサーイは、かつて彼ら（マリーン朝の人々）か
ら許可を得てアンダルスへ渡った。彼らは、そこでスルターン［・イブアフマル］に次のことを直接話すよう彼にしむけたのであった。すなわち彼らはスルターンに、私がイブン・ハティーブ 救出に動いていたことを明らかにしようとしたのである。彼らは新フェズを征服して手に入れ とすぐにイブン・ハティーブを捕えていた。イブン・ハティーブ 牢獄か 私 助けととりなしを求める手紙 よこしたので、私は彼の事につい 王朝の人々に書簡を出した。私 なかでもワナズマールと マーサ イに頼ったが、この努力はうまくいかず、イブン・ハティーブは牢獄で殺された であった
（
41）。さて、イブン・マーサーイがスルターン・イブン・アフマルの
ところにやってきて――人々が彼をせきたててい だが――イブン・ハティーブの救出の件で私が たこと 報告し 。スルタ イブン・アフマルはこのために裏切られた気持ちに り、 ［トレムセ ］岸 私を渡航させるという人々の要望に応じた。　
私はフナインで船から降りた。私と［ザイヤーン朝］スルターン・ア






処遇に関して彼を咎めた。そこでスルターンは使者を送って私をトレムセンに呼び寄せた。私がトレムセンのウッバード 落ち着くと、私の妻子がフェズから合流し、ともに住んだ。それは、 ［七］七六年断食明けの祭／一三七五年三月五日のことであっ して私は学問を教え始め　
この間、スルターン・アブー・ハンムーにはダーウード族についてのある
70







ズール山の南側の方 にいるアリーフ家の諸族に身を寄せ 彼らは私を親切と気前よさで受け入れた。私は彼らのところに数日間留まっ 彼らはトレムセンから私 妻子 寄せてくれ、スルターンへの奉仕が実行できないことについて私にかわってスルターン うまく言い訳 してくれ 。そてトゥージーン族の土地にあるカルア・イブン・サラーマ
（
45）に家族ととも

























こった。私の父祖たちの落ち着き先、住まいがあり、彼らの遺したものや墓のあるところである。私は急いでスルターンに、彼に服従し、帰還したいとの書簡をし ため、待っ 。するとまもなくスルターンの書簡といくつもの約束が来たのである。彼は、 に安全を保障し 来訪を急かしてくれた。そこで私は急いで旅立ち、リヤーフ族のアラブ遊牧民アフダル族
（
52）とともにア






に丘陵地帯へ登った。私は彼らに 緒 進んでもらい ついに
//p.231// コン













の来訪に対して挨拶をおくり 到着をねぎら 、最大限の親しみ 見せ、要事について私の助言を求めた。それから私 チュニスに帰し、チュニスでの自らの代理である子飼いの家来のファーリフ
（
58）に、家を用意し、十

































通っていた。私と彼とは ともに師たちの講義を受けて育った だが、そのとき以来、彼の心には［私に対する］嫉妬の黒い点があった。彼は私より年長であったが、 いていは私のほうが明らか 優れていた で 彼の心のそうした黒い点はどす黒くなるばかりで、つい 消 なか
//p.233// 私が
チュニスに足を踏み入れたと 、彼 弟子を含め知識を求める者 ちが私ところに群れ集まり、自分 ちに教える労を取ってほしいと求め ので私はそれに応じた。それも彼には一大事であった。彼はそういう多くの人たちに私を避けるよう囁いたけれど、受け れられなかったので、激しく嫉妬するようになった。ちょうどそれと同じ頃に近臣たちが彼のもと 集ま である。彼らは私 敵対するよう［スルターンを］けし け 私を中傷 ようということで意見の一致を見た。しかしスルターンはそうしたこ （私への中傷）がなされてもずっと彼らに見向きもしなかった。【 『省察すべき実例の書』の完成とアブー・アッバースへの献呈】　
スルターンは私に本書の執筆に専念するよう命じていた。諸知識や諸情






ターンへの頌詩を詠むのを控えていることがあった。単に私は詩作に見向きせず、学問一筋に打ち込んでいただけなのだが、彼らはこのように言っていた。 ﹁彼は陛下 権威 軽く見ているからこそ、それ（頌詩を詠むこと）をしないのです。陛下の前 仕えた王たちには頌詩を多く詠んでいる ですから﹂　
私はそうしたことを彼らの内輪にい 信頼のおける筋からかぎつけた。そ




















































































































































































































































































































































































































































































懇願した。彼は私にそれ 許可したので、私は港へと向かった。王朝や町名士たち、知識を求める学徒たちも 私のすぐあとから一体どうしたのかと口ぐちに尋ねていた。 は彼らに別れを告げ同年 シャアバーン月半ばに出帆した。　
そして私は居を移し彼らから離れた。神――讃えあれ――のよきお計らい




















































ら帰着した際のことであった。スルターンがバルジーに、 イロ ついて尋ねたところ、彼は﹁カイロについて簡潔に述べる とし しょう。人の想
像というものは実際に知覚されるものを越えて広がるため、現に目で見たものは見劣りしてしまうものですが、カイロはそうではありません。何故なら、カイロは人の想像を越えて広 っているからです﹂と言った。そこでスルターンと居合わせた者たちは、その言葉に感嘆したのである。　
私はカイロに入り、数日滞在したところ、提供できるものなど僅かしかな

































































て信仰のミナレットを高く打ち建てる者。またムハンマド 一族と彼の教友に不朽不滅の祝福と平安がありますように 彼らはムハンマド 道 従い服する者たち。　
さて、我らは高貴なるあなたに対して、以下のことを明らかにお知らせ








を選びました。それは彼が故国を嫌ってのことではなく む ろ彼のよき本質と彼の美 き属性という価値ある宝石故に 我らに愛情を示 我らの考えに近づこうとしてのことなのです。また我らは彼の内 、描写すことも数 上げる ともできない 人々 想像を越えるも 見出しました。やあ、描写 しても国を訊ねてもなんと稀な人物であ こ か
（
126）。彼















以上の、彼らの希望をはるかに越える安全と厚遇が与え れるこ なりましょう。愛情に溢れ頼りがいのあるいつものあなたの 、上記 件 ついてご配慮くださいますよう 。またあなたが、使者の往来と書簡 遣り取りを贈り物としてくださいますように。もし至高な 神が望み給 ならば、天使とクルアーンの章句 よって、すなわち恩寵と幸運によってあなたをお守りくださるで　
七八六年祝福されたサファル月一五日／一三八四年四月一六日、高貴な


















































それへの対応を怠っていた。それは公証人たちが有力者たちに り寄ることでその欠点を取り繕っていたからである。実に、彼らの大半はクルアーン教師として、または礼拝の導師としてアミールたちと交際し、公証人 相応しい者であるかのように装っているのであった。それ故 アミール ちは彼らを善良とみな 、その地位を用い 、公証人として 資格審査
（
144）の際に
カーディーの前で口添えし、彼ら ために便宜 図ってやるのである。こうして、彼らの弊害が深刻なも となり、人々 間に彼ら 捏造と虚偽による腐敗が広がった。私はそうした腐敗の一端を知り、厳罰を与え見せしめとた。また一部の公証人たちには 資質がな ことが明らかとなっ ので私は彼らに証言を行うこ を禁じた。ところで、公証人 ちの中 、カーディー ちの事務局で働き、彼らの法廷にて文書作成 行う書記官たちがいた。彼ら 訴えの口述筆記と判決 記録に慣れており アミール ちが関わることになった各種の契約について、書式に則っ 巧みに文書を作成することができたので、彼らに重宝されていた。そうすることで、これらの公証人たちは同業者の中で優位に立ち、またアミ ルたちの権威を傘 き 、カー
80








意を向けた。裁判官たちは、たび びムフティーが抵抗し、彼らが訴訟の当事者たちに悪事を吹き込み そして判決 下った後でファトワー 出すこに悩まされていた
（
146）。また彼ら（ムフティー）の中には取るに足らない者
がおり、彼らはかろうじて学生や公証人の端くれに加わって が――いや、ほとんどそ らですらないのであるが――、突然ムフティーやマドラサ教授へ抜擢されてその地位に座し、無分別にもそこに居座り続け、非難する者やその適性を批判する者や篩にかける者もいないまま、その地位を保持するのである。というのも、彼 （ムフティー） 数の多さはこ 町の住民多さ故に群を抜いているためである。この町において、ファトワー 筆は無制限にふるわれ、ファトワーの手綱は手離されたままである。そして、訴訟の当事者は皆、その端綱を互いに引き合ったり、その端をつか うとしたりする。それを頼り 、訴訟相手に勝とうとし、 ［何 を］強要しようとするのである。ムフティーは、これ 受けて 学説の違いの隘路を縫い 助けを求める者を満足させ、要求通りのものを与えるのである。
//p.257// その結果、











彼らは 敬神ぶりによって名声を購い、それによって神に抗い人を庇うである。権利を侵害された人々が彼らを仲裁者として選ばざるを得ないこともあろう。すると彼らは、悪魔の言葉に基づ て仲裁し、勝 に解決してしまう。無知なまま神 法を取 扱うことを、 の信仰心とやらが妨げることもないの　
そこで私は彼らの手中にある綱を断ち切り、また彼らが保護している人物













うし、その職務と私を任じた方への責任を果たすこと みに専心した。そため、皆が私に敵対して団結し、私に対して不満を叫ぶ人を援助 、私を非難するウンマを形成したのである。そして彼ら 、かつて公証の役目を禁じられた者たちに対し、私の彼らへの処置はそ 権利 欠いていた であり、それは証人が不適格であることについて私が知ってい 事のみに基づいているが、
//p.259// それは本来法学者の合意を要する事案であると吹き込んだの
である。こうして、人々は口々 も を言 始め 雑音が大きくなった。ある者が自分たちの意に沿って裁きをするよう私に望んだが、私はその審理を止めた。す と人々 訴訟の当事者たちをけしかけた。そ て彼らはスルターンのもとで口をそろえ 私への不満 訴えた。スルターンはそ 件を調査するた に、カーディーたちとムフティーたちを一同に集めた。 こで私は先の裁きを、何一つ混ざっていない純金の如く 純粋なものである 主張した。そこで事の真相 スルタ ンに明らかとなっ 。私はこ 裁きにおいて、彼らの意向に沿わない形 、神の法 基づいて裁いた。そこで彼らは﹁かようにしっかと腹を決め早々と出掛けて﹂
（
150）行き、スルターンの近臣や









1） 前号までの余録は終わり、ここから話は本筋に戻る。以下のテキストはブーラーク版にも含まれており、余録とは異なり最初から自伝に含まれていたものと考えられる。 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝６﹂ 、四四頁、註三四参照。
（
2） マリーン朝君主アブー・ファーリス・アブドゥルアズィーズ。一三七〇年にト㆑ムセンを征服したこの君主の中央マグリブ経営のために、イブン・ハルドゥーンはアラブ遊牧民の協力を取り付けるなどして働いていた （ ﹁自伝５﹂ 、九一―九三頁） 。
（










haldūn and the 
dynastic approach to local history: the case of B
iskra, ” al-Q
anṭara 12, 1991, pp. 157-
180 ） 。
（
5） マリーン朝に仕えるアラブ遊牧民スワイド族の指導者で、イブン・ハルドゥーンとも親交があった （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、一〇一頁、註一 一） 。
（
6）マリーン朝君主アブー・ファーリス・アブドゥルアズィーズは、イブン・ハルドゥーンがビスクラを発った翌月、七七四年ラビーウ・サー 月二二日／一三七二年一〇月二一日にト㆑ムセンで没した （
al-‘Ibar, vol. 7, p. 336 ） 。
（
7）マリーン朝君主サイード二世 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝３﹂ 、六五頁 註八五） 。即位時にはまだ四歳にも満 ない幼児であった。イブン・ハルドゥーンは彼のクンヤをアブ ・バクルと記しているが 時代にフェズで活躍したイブン・アフマルはアブー・ザイヤーン 記している （















alakīya, 1991, p. 44 ） 。
（





al-‘Ibar, vol. 6, pp. 48, 118;
﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九四頁、註七） 。
（
10） スワイド族はバトハーから南方の山岳地帯 域とするズグバ系アラブ遊牧民。マリーン朝君主ア ー ハサンの中央マグリブ経営に協力したアリーフの息子たちが、その有力者であった （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九四頁、註七および一〇〇頁、註一〇五） 。
（






al-‘Ibar, vol. 6, pp. 67, 102 ） 。
（
13） ウバイドゥッラー族はマアキル族を構成する三つの主要な支族の一つで、北はト㆑ムセンやムルウィ ヤ川の河口 帯から ザー川を経て、南は遠く ハラ砂漠のオアシスであるトゥワ ト地 を活動地域としていた （



















マリーン族の支族ワンガースィン族のイブン・ザクダーンがこの地方を支配しており、イブン・ハルドゥーンとも親しいワナズマール・ ブン・アリ フとともにザイヤーン朝に対する最前線を担っていた （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 128, 329; E
ncyclopaedia 
of Islam




16） マリーン朝のワズィール、ムハンマド・イブン・ウスマーン・イブン・カースのこと。アブー・バクルとは﹁父方の従兄弟﹂とあ が厳密には二人の曾祖父が兄弟同士にあたる （ ﹁イブン・ハ ドゥー 自伝３﹂ 、六五頁、註八八） 。
（
17）マリーン朝君主アブー・サーリムの権力獲得 （一三五九年）の際のイブン・ハルドゥーンとムハンマド・ ブン・ウスマーンとの関係については、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、七二頁参照。
（
18）ナスル朝君主ムハンマド五世 （イブン・アフマル）のワズィールだったイブン・ハティーブは、当時はグラナダを出奔して 朝に仕えていた （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九三―九四頁） 。
（








21） マリーン朝君主アブドゥルアズィーズは、フェズの王権にとって脅威となりうるアブドゥッラフマーン・イブン・アビー・ ファッ サンの力 増大することを懸念し、イブン・ハティーブの協力をえて彼を陥れようとした。この結果 アブドゥッラフマーンはナスル朝君主ムハ マド五世 怒りを買い、一三六八―九年に解任され投獄された （









a intervención de los B
enim
erines en la península ibérica, M
adrid: C
SIC



































ouvelle édition, 4 vols., tr. M
. de Slane, Paris, 1956, vol. 4, p. 
512 ） 。
（
26） メクネスの北約二〇キロメートルに位置する山。八世紀末にイドリース朝を開いたイドリース一世の墓廟があり、現在では彼の名にちなんでムーライ・ ドリースと呼ばれる町がある （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “M
aw

























ズィールのアブー・バクル・イブン・ガーズィーに反抗してスース地方へ逃れていたが、アブドゥッラフマ ン・イブン・アビ ・イファッルーサン上陸の知らせを聞いて、アラ 遊牧民マアキル族とともに彼に合流した。フェズ攻略後は、一旦はアブドゥッラフマーンと行動を共にしてマラケシュへ向かうが、やが 関係が
悪化してフェズに戻った （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 325, 344 ） 。
（
29） 奥マグリブの大西洋沿岸、オート・アトラス山脈とアンチ・アトラス山脈にはさまれたスー ス川の流域 （
E
ncyclopaedia of Islam














al-‘Ibar, vol. 7, p. 442; A




32） 一三世紀後半にフェズ 西郊に建設されマリーン朝の王宮が置かれた都市。 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂ 、五二頁、註一〇八） 。
（
33）サハラ砂漠北縁の交易都市 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝３﹂ 、六三頁、註六四） 。アブドゥッラフマーン・イブン・アビー・イファッルーサンの祖父アブー・アリーはここを拠点としていた。
（






































族アスカル家出身のワズィール。マリーン朝君主アブー・イナーンの頃から、ジブラルタル太守やイフリーキヤ遠征の指揮をつとめ などマリー 朝宮廷の実力者だった。アブー・アッバースのフェズ包囲に協力し、権力獲得後は彼の政権重鎮の一人となった。後述のイブン・ハティーブ処刑は、彼の部下が手を下したものである。その背景には、かつてスライマーンがシャイフ・アル＝グザ ト職を求めた際にイ ン・ハティーブの進言により阻まれたため 恨みを抱いていたことがあっ 。一三七六―七年、アンダルス 外交使節として赴いた際にそのままグラナダに残留し、同地で没し （
























Ibn Tufayl, 2004-2012, tom
o 6, pp. 238-251; E
ncyclopaedia of Islam





al-‘Ibar, vol. 7, pp. 341-342 ） 。しかし、イブン・ハル
ドゥーンとの関係は必ずしも悪くは かったらしく、 『自伝』にもカイロ移住後に彼から受け取った書簡が引用されている （
al-Ta‘rīf, pp. 262-274 ） 。
（







alero Secall, “El proceso de Ibn al- Jaṭīb, ” al-Q
anṭara 22, 
2001, pp. 421-461 ） 。
（
42） イブン・ハルドゥーンが、マリーン朝君主アブドゥルアズィーズに協力して、アブー・ハンムー二世からアラブ遊牧民を離反させ ことを指す。 ﹁イブン・ハドゥーン自伝５﹂ 、九二―九三頁参照。
（
43） アラブ遊牧民スワイド族の有力者。この当時は、マリーン朝に協力する兄弟ワナズマールの助言により、ザイヤーン朝君主アブー・ハンムー二世の中央マグリブ平定に力を貸していた （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 135-136 ） 。イブン・ハルドゥーンに対














ため、その名で知られるようになった。サラーマの子孫はここを拠点に勢威をふるっていたが、やがて隣接地域で活動するアラブ遊牧民スワイド族に圧迫されるようになった。一三五二年にマリーン朝君主アブー・イナーンがト㆑ムセンを征服すると、これに協力したスワイド族のワナズマール・イブン・アリーフがカルア・イブン・サラーマと周辺のトゥージーン族の地をイクターとして与えられた。マリーン朝撤退後、復興したザイヤーン朝はこの地域の統治を一時サラーマ家に委ねるが、結局はスワイド族の歓心を買うためにイクタ として再度アリーフ家に与えられた。イブン・ハル ゥーンによれば、当時のトゥ ジ ン族はスワイド族から税を取り立てられる従属状態にあったとい （


















マドの兄弟 （ ﹁イブン・ハルドゥー ン自伝５﹂ 、一〇〇―一〇一頁、註一〇五、 一一七） 。
（
48） イブン・ハルドゥーン自身が言うように、彼 史書は序論と三部とに分かれている。すなわち、序論で歴史学の真価について、第一部で文明の本質的性格について論じたうえで、第二部 アラブ人をはじめ古代の諸民族やペルシア人 トルコ人などの歴史について 第三部でベルベル人およびそ 一派であるザナータ族の歴史を扱うとしている （
P
rolégom
ènes, vol. 1, p. 6; 『歴史序説』第一巻、二九―





































fā bī ʻalā al-thanīya
は直訳すれば﹁山道に私を至らしめる病﹂だが、











al-‘Ibar, vol. 6, p. 35 ） 。リヤーフ族
については、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、九八頁、註一七三参照。
（














領してハフス朝を統一したアブー・アッバースは息子たちを支配下の各都市の太守に任じたが、そのうちコンスタンティーヌ太守に任じられたの イブラ ヒームである。彼は後にヤアクーブ・イブ ・ リーやその息子たちと対立し、コンスタンティーヌに迫るアラ 遊牧民を迎撃するための陣中で病没し （
al-‘Ibar, 
vol. 6, pp. 386-387, 399 ） 。
（




﹁ナツメヤシの葉﹂の意。サハラ砂漠の北縁にあたりトゥーザルなどのオアシス都市があった。トゥーザ のヤムルール家のような在地有力者や ラ 遊牧民が割拠していたが、アブー アッバースやその子アブー・ファーリス （在位一三九四～一四三四年）が繰り返し遠征をおこなうと、ハフス朝の支配が及ぶようになった （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 101; E
ncyclopaedia of Islam























ajīd al- Turkī, 
Tunis, 1968, p. 186 ） 。なお、アブー・アッバースの兄弟アブー・アブドゥッラーに












ザルを支配するヤムルール家の当主。ヤフヤーは一三四六年に父の旧領を取り戻した後、チュニスのハフス朝から自立してこの地域を支配し、 ﹁王﹂ ごとくふるまっていたという。本文にあるようにイフリーキヤ南部の支配をねらうハフス朝君主アブー・アッバースの攻撃を受けてトゥーザルを失い、約一年後 亡命先のビスクラで没した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 387-388, 415-418; vol. 7, pp. 138-139 ） 。ビ
スクラのアフマド・イブン・ムズニーのもとにはヤフヤ の姉妹が嫁いでおり、両者は姻戚関係にあ た （












を担うが、ヤムルール家が完全に衰微したわけではなく再びトゥーザルを奪われることもあった （本訳稿七六頁参照） 。一三九四年に父アブー・アッバ スが没し兄弟のアブー・ファーリスが即位すると、近隣の町に隠退した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 





ムの征服の頃から の地に住むというヤムルール家が 在地の有力家系として勢力をふるっていた （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; E
ncyclopaedia of Islam









都市。トゥーザルのヤムルール家と同様の在地の有力家系にハラフ家が（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; E
ncyclopaedia of Islam








オアシス都市もある。元来ナフザーワはベルベル系部族 名で、彼らの活動範囲はマグリブ全域に広がっていたが、地名としてはこ 地域を指すこ が多い（E
ncyclopaedia of Islam













バースの長子。この時ガフサの太守に任じられたが、翌年チュニスに戻った。一三九四年に父アブー・アッバースが没し 際には、直前にコンスタンティーヌ太守に任じられてチュニスを離れていたため、次の君主には弟アブー・ファーリスが即位した。しばらくは自立 保っ が、一三九六年 コンスタンティヌを占領され、捕らわれの身のまま翌年没した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 388, 400, 403; 
Ibn Q
unfudh, al-F













al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., 
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66） ファトワーとは、信仰や社会生活に関するムスリムの疑問に対して、法学者が口頭ないし文書で提示する法的な回答 （法的見解）のことで、そのファトワーを提示する者をムフティーと呼ぶ。 （ ﹁ファトワー﹂ ﹁ムフティー﹂ 『岩波イスラーム辞典』
; 堀井聡江『イスラーム法通史』山川出版社、二○○四年、一四一―一五七
頁） 。なお、イブン・アラファが任命されたこの職を﹁イスラームのシャイフ﹂と記す史料もあり、後のオスマン朝で見られる制度化されたシェイヒュル・ スラーム職のように、国家がファトワ 発行を統制しようとしていたも ではないかと考えられている （
Saad G
hrab, Ibn ‘A
rafa et le m
ālikism




siècles, 2 vols., Tunis: U















年） 。ハフス朝期のイフリーキヤを代表するマーリク派法学者。イ リーキヤ東南部のベルベル系家系に生ま 、チュニスで学問を修めた。一三五〇年頃からチュニスの金曜モスクであるザイトゥーナ・モスクの導師 務 、一三七〇年には説教師（ハティーブ）も兼ねた。さらに翌年にはファトワーのシャイフ職に任命されるなど、当時のチュニスで最も権威ある法学者だった。一三九〇年から翌年にかけてメッカ巡礼をおこなった （
G
hrab, Ibn ‘A






rticle on “Ibn ‘A
rafa” ） 。イブン・ハルドゥーンとは不仲で、後にイブン・


























istory, tr. Franz R
osenthal, Princeton: Princeton U
niversity Press, 
















71） マフディーとは、一二世紀の宗教運動家イブン・トゥーマルトのこと。神の唯一性 （タウヒード）は全ての信徒が認めるイスラームの根本教義だが、イブン・トゥーマルトとその信奉者は自分たちこそが真の一神教徒 （ムワッヒドゥー ）であると主張し、後のムワッヒド朝の母体となった。ハフス朝もマフディー・イブン・トゥーマルトの運動の正統な後継者であることを建国の理念としていた（ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂ 四五頁、註一四） 。しかし、一四世紀末のこ頃は、この理念が最終的に払拭されて伝統的なマーリク派法学への回帰が完成する時期にあたる。マフディー以上に神 唯一性が強調されるこの詩句は、そうた時代状況を反映したものであろうか。
（
72） ﹁慈愛あまねきお方 （ラフマーン） ﹂は神の美名の一つ。数ある神の美名の中から特にこの表現を選択し は、イブン・ハルドゥーン自身の名がアブドゥッラフマーン （ ﹁慈愛あまねきお方の僕﹂の意） だ らであろうか。
（




















ヤ中南部を活動地域とするアブー・ライル家の指導者。彼のおじマンスール・イン・ハムザは、イフリーキヤの非都市部に絶大な影響力を誇り ハフ 朝君主アブー・アッバースのチュニス征服 （一三七〇年） にも大きく貢献した。サウラはその後継者としてアブー・ライル家を率いていた （





リーキヤ征服 （一三四七年） 際に確認できるが （
























































87） クルアーンに登場する民族で﹁失われたアラブ﹂の一つ。預言者フードを遣わされたが、神の警告を無視したために滅ぼされた。この集団については スラーム時代の文献史料以外に情報がなく、その歴史的実在性も含め 不明な点が多
（














aytūna. ザイトゥーナ・モスク （ ﹁オリーブのモスク﹂の意） は、九世紀に
建造されたチュニスの金曜モスクで、この町の信仰や学問の中心地だった。当時、このモスクの導師を務めていたのは、イブン・アラファである。彼は、メッカ巡礼で留守にした時を除き、一四〇一年に没するまで約五〇年間この職にあり続けた（G
hrab, Ibn‘A
rafa et le m
ālikism






a al-ḥafṣīya, ed. al- Ḥ
usayn al- Y
a‘qūbī, Tunis: al- M
aktaba al- ‘A
tīqa, 
1998, pp. 193, 229, 242 ） 。
（
91）この行以降八行分 （原文二四二頁一〇行目から二四三頁一行目までの四行。 ﹁けれども彼女らは気高く横目でにらんでいた﹂まで）は難解であ 。仏訳者もまたこの箇所を訳出不能としている （
A
utobiographie, p. 1286 ） 。おそらく大意は、イフ
リーキヤの美しい土地や古い遺跡 （カルタゴのアーチ橋はやせ衰えながらも誇り高いラクダになぞらえ れている） にかけて誓う、ということであろう。
（
92） al-ḥanāyā. ローマ期に水道橋として建造されたカルタゴのアーチ橋を指す （ ﹁イブ







最初からアラビア語を母語とした人々として知られ 。タスムはヌ フの息子サームの息子ラーウズの息子 名祖 、ジャディースはサームの息子イラムの息子を名祖とする。タスム族がヤマ マ 移住 たのち、ジャディ ス族がこれに加わった （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., article on “Ṭ
asm
”; 高野太輔『アラブ系譜体系の
誕生と発展』 、六八頁） 。校訂註によればこの箇所はハッサーン・イブン・トゥッバアがジャディース族を攻撃した件を意図している。イエメン王であったハッサーン・イブン・トゥッバアはヤマ マでタスム族とジャディース族を攻撃し、ジャディース族を滅ぼした （
al-Ṭ




























ザーヒル写本は底本アヤソフィヤ写本より以前に成立 ているため、こ 箇所はアヤソフィヤ 執筆する段階でイブン・ハルドゥーン自身が新 に詳細な
88










スルターン （在位一三八二～一三八九、 一三九○～一三九九年） 。一三七八年四月に軍人の最高位であるアターベク （
atābak al-ʻasākir ：総司令） の地位に就き実権を
掌握し、一三八二年一一月二六日 （七八四年ラマダーン月一九日）にカラーウーン家のスルターン・サーリフ・ハーッジー 在位一三八一～一三八二年）を廃し自らスルターンの座についた。一三八九年六月に後に見るミンターシュとヤルブガー・ナースィリー 反乱によって 時スルター の地位を追われるも、一三○年二月にカイロへ戻り スルターンに返り咲いた。一三九九 六月没 （
Ibn 
Ḥ

















airo, 1985-2006, vol. 3, pp. 285-
342 ） 。
（



















iyāda et al., C
airo, 












rabian Studies 1, 1974, p. 148 ） 、翌月にカ
イロに到着したイブン・ハルドゥ ンは間に合わなかったのであろう。なおイブン・ハルドゥーンは、エジプト 到来して程なく、このアルトゥンブガー つてを得たという （
al-M
aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 480 ） 。
（
101） ムスリムの伝えるハディースに﹁アブー・フライラは伝えている。アッラーのみ使いは言われた。 『サ ハーン河、 ャイハーン河、ユーフラテス河、ナイル河は、全て天国にある河である』 ﹂とあり、ナ ル川が天国の川という認識が読み取れる （磯崎定基、飯森嘉助訳『日訳サヒーフ・ムスリム』全三巻、東京：日本サウディアラビア協会 一九八七年、第三巻、七○九頁） 。
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īya, 1996, p. 138 ） 。
（























































niversity Press of Florida, 

















































スルターン・バイバルスが用いて以降、マムルーク スルターンの尊称としてしばしば用いられるようになった。ただし、 ﹁ア㆑クサンドロス （
al-Iskandar ） ﹂ ﹁第
二のア㆑クサンドロス （
Iskandar al-thānī ） ﹂ ﹁二本角を持つ者 （
D





lqāb, pp. 158-160 ） 。ア㆑クサンドロス
大王は『クルアーン』第一八章第八三―九八節に登場する 陽の沈む処と陽の昇る処に住む民族を制圧 たのち蛮人ヤージュージュとマージュージュを封じ込める防壁を建設した﹁ 本角を持つ者﹂に比定され、敬虔な一神教の信徒にしてその布教者、あるいは預言者の一人と見なされるなど、イスラーム的な英雄と目された （ ﹁ア㆑クサンドロス伝承﹂ ﹁ズルカルナイン﹂ 『岩波イスラーム辞典』
; 山中

























称に用い、バイバルス以降 マムルー 朝スルターン 用い 。両聖都およびヒジャーズ地方に対する支配権の確立を志向した両王朝の政治姿勢 示してい（Ḥ
asan al-B
āshā, al-A



























al-‘Ibar, vol. 5, pp. 472-473; Ibn T
agh
rībirdī, al-M
anhal, vol. 2, p. 107; Ibn Ḥ
ajar, 



















alqashandī, Ṣubḥ, vol. 6, p. 65 ） 。
（








Ṣubḥ, vol. 6, p. 55 ） 。
（










ī. イブン・ハルドゥーンの個人の尊称﹁ワリーユッディーン （ ﹁宗教の

















128）ハフス朝とマムルーク朝の間の外交関係は当時絶えて久しかった。イブン・ハルドゥーンは家族をエジプトへ呼び寄せるためバルクークにこの書簡を書いてもらう一方で、自らハフス朝スルターンに手紙を書き、バルクークに外交使節 送り贈物をするよう助言した。このバ ク クの書簡 持参したミ ナースィーなる人物の素性は不明であるが、マムルーク朝 公式 使者ではなく、この時イブン・ハル
90









をワクフ財源という） 所有者がその収益の一部 いし全部を一定の目的 （これをワクフ対象という）に充てることを予め定めたうえで寄進する行為を指す。一定の目的とは、原則として宗教、公共、慈善的なも である必要があり、モスクやマドラサ、病院や救貧院の維持運営がそれに相当する。 ﹁ワクフ﹂は停止を意味するアラビア語で、寄進物件 財産として所有権 移動が永久に停止されることに由来する言葉である。それゆえ、ワクフとして寄進された物件は以後、売買・分割・譲渡などが禁止されるが、以下ではその所有権移動禁止 原則が破られている様子がイブン・ハルドゥーンによっ 語られている （ ﹁ワクフ﹂ 『岩波イスラーム辞典』














 Topographical Study, C





a al-iʻtibār fī dhikr al-khiṭaṭ w




Sayyid, 5 vols., London: M
u’assasat al- F
urqān lil- Turāth al- Islām








































uḍât, pp. 132-33 ） 。
その数は時代が下るに従って増加していき、マムルーク朝末期のカイロでは一○○人を超えた （三浦徹﹁マムルーク朝末期の都市社会：ダマスクスを中心に﹂ 『史学雑誌』九八巻一号、一九八九年、八頁） 。
（





















aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 517 ） 。
（
137）
khil‘a. しばしば﹁名誉の衣﹂ ﹁恩賜の衣﹂ ﹁賜衣﹂と訳出される、衣服および織物、
















airo, pp. 123-124; al-
M
aqrīzī, K






uḍât, p. 133 ） 。
（
140） イブン・ハルドゥーンのマーリク派大カーディー職就任は七八六年ジュマーダー・アーヒラ月一九日／一三八四年八月八日 こと。マクリーズィーは、この任命はアルトゥンブガーの仲介により実現したと伝える （
al-M

















ascus as the M
am
luk Era w
as Ending, ” M
am
lūk Studies R
eview, vol. 10, no. 1, 
















ahl al-futyā （ファトワーの徒） として記載















































īya, 2009, vol. 
7, p. 408
を参照のこと。
